
 

 

  

 

１. 総体県大会が終わりました。                  

5月 17，18，24日に第 79回愛知県高等学校総合体育大会に出場しました。 

結果は 

学校対抗戦   

1回戦敗退  新川 0 ｰ 3 愛工大名電  

 

個人戦ダブルス 

稲原・森下ペア  1回戦 対 愛工大名電の選手 ０－２ 負  

 

個人戦シングルス 

稲原            1回戦 対 名経大市邨の選手 ０－２ 負 

森下       １回戦 対 阿久比の選手   ２－１ 勝 

２回戦 対 岡崎城西の選手  ０－２ 負 『ベスト 32』  

 

 

 

 

学校対抗戦、個人戦ダブルスではまずは一勝という目標を掲げて練習してきましたが、他地区を勝

ち抜いてきた強豪を前に一回戦敗退をしてしまいました。また、個人戦シングルスでは一勝した選手

もいますが、思った通りにいかず、全体的に悔しい結果となってしまいました。この結果をバネにこ

れからの練習を頑張っていき次の大会につなげていこうと思います。３年生が引退し、1，2 年生の

新チームとなりますがこれからも元気で明るいチームとなれるよう頑張っていきます。これからも応

援よろしくお願いします！ 

 

 

 

（文責 マネージャー 清水） 

 

新川高校女子 

バドミントン部 

だより 

R７年度 no.6 



2. 新１年生が入部しました。                  

女子バドミントン部には選手 13名マネージャー１名の計 14名が入部しました。剣道部出身やサ

ッカー部出身、テニス部出身などそれぞれ違う部活動から入部してきました。先輩達に負けないくら

い明るく、元気いっぱいで個性豊かな一年生です。未経験者のみですが選手が主体となって練習し、

大会で結果を残せるように頑張っていこうと思います。二年生 14名、1年生 14名、計 28名の女

子バドミントン部をよろしくお願いします！ 

（文責 マネージャー 清水） 

 

3. 新チームのスローガンが決まりました。                  

『爆勝羽魂』 

読み方は『ばくしょううこん』で、「爆勝」には今までの練習の成果を最大限に発揮した爆発的な勝利と

どんな時も明るく、楽しく、笑顔でいられるように爆笑の意味が込められています。「羽魂」には羽でバ

ドミントン、魂でバドミントンに対する気合い、最後まで、諦めず戦いぬくことを表しています。部員

でそれぞれ思い思いの漢字を出し合い、この四字熟語に決まりました。このスローガンを胸に精一杯部

活動に励みたいと思います。 

 

 

 

（文責 キャプテン 稲原・副キャプテン 安藤） 

4. さいごに  

部員みんなとにかくバドミントンが好き！部活動が好き！の集まりです。高校生活みんなが楽しい毎

日な訳ではありません。恐らく、部活動に足が向かなかったり、想いを一つにできなかったりした日も

あるかと思います。ですがキャプテンを中心に、声かけあって時には話し合ったこともありました。そ

の結果、共通目標に対して誰一人他人事と思わずがんばっていました。だからこそ、総体予選では本気

で勝ちたいと思ったプレーは周りを感動させ、元気で明るいプレーは周りが応援したくなったかと思い

ます。特に負けて流した悔し涙はかけがえのない財産になったと思います。まだまだ技術面で成長でき

る点、人間力として成長できる点があります。３年生はもう高校部活動としての機会はありませんが、

この悔しさを進路実現に向けて残りの高校生活をがんばってくれるかと思います。１・２年生はまた新

たな新川女子バドミントン部として周りから応援され愛されるようがんばっていきます。 

（文責 顧問） 

 

 

《今後の予定》 

8/10 愛知県高校生大会 

8/24 尾張高校生大会 

9月 新人戦（尾張予選） 

１０月 新人戦（県大会） 

１２月 冬季尾張選手権  

    クリスマスカップ 


